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秋風とサバイバル



お
じ
い
ち
ゃ
ん
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
お
父
さ
ん
　
　
　
お
母
さ
ん

　
　
　
　
お
兄
さ
ん
　
　
　
お
姉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
ぼ
く
も
　
　
　
わ
た
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
ひ
と
り
　
防
災
意
識
を
高
め
て

「
ま
さ
か
っ
！
」に
備
え
ま
し
ょ
う

地
域
力
の
強
化
を
図
る

内
灘
町
議
会
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政
務
活
動
費
廃
止

9 

一
般
質
問
　
　　
議
員
８
人
が
登
壇

₁₈ 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

₁₉ 

あ
り
ゃ
〜
ど
う
な
っ
た
が
い
ね
〜

₂₀ 

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
向
粟
崎
地
区 

上
端
花
子
さ
ん

表
紙
の
こ
と
ば

「
秋
風
と
サ
バ
イ
バ
ル
」

9
月
21
日
（
月
・
祝
）
ツ
ー
ル
・
ド

の
と
４
０
０
が
内
灘
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

３
日
間
で
４
１
９
キ
ロ
を
走
破
し
た
。
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さらなる魅力アップへ！

第2回 定例会
9月会議
1日～17日活力ある交流 拠点づくり

平
成
₂7
年
第
２
回
議
会
定
例
会
９
月
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
₂7
年
度

補
正
予
算
３
件
の
ほ
か
、
条
例
７
件
、
契
約
締
結
２
件
、
人
事
案
件
１

件
の
計
₁₃
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
平

成
₂7
年
度
一
般
会
計
で
は
、
２
億
4
8
8
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は

₉₅
億
1
9
0
7
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

初期導入費用 1,133万円
マイナンバー

補
正
予
算

・
一
般
会
計

公
的
病
院
等
運
営
費
補
助
金
な

ど
を
追
加
し
、
総
額
₉₅
億
１
９

０
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

 

︵
賛
成
10
人
：
反
対
２
人
︶

・
介
護
保
険
特
別
会
計

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
費
補
助
金
２
０
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
₁₇
億
７
４
４
０
万

円
と
し
ま
し
た
。 ︵
全
員
賛
成
︶

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

拠
出
金
の
変
更
及
び
制
度
改
正

に
伴
い
、３
億
５
９
０
０
万
円
を

追
加
し
、総
額
₃₅
億
１
０
４
０

万
円
と
し
ま
し
た
。 ︵
全
員
賛
成
︶

条
例
の
制
定

・
内
灘
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

設
置
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制

定
に
基
づ
き
﹁
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
﹂
を
設
置
す
る
。

 

︵
全
員
賛
成
︶

条
例
の
改
正

・
内
灘
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

半
島
振
興
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
取
得
期
間
の
延
長
と
業
種
を

追
加
す
る
改
正
。 ︵
全
員
賛
成
︶

・
乳
児
及
び
児
童
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

無
料
又
は
定
額
で
受
診
で
き
る

現
物
給
付
方
式
を
導
入
す
る
た

め
の
改
正
。 

︵
全
員
賛
成
︶

・
内
灘
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

無
料
又
は
定
額
で
受
診
で
き
る

現
物
給
付
方
式
を
導
入
す
る
た

め
の
改
正
。 

︵
全
員
賛
成
︶

・
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等

を
図
る
改
正
。 

︵
全
員
賛
成
︶

・
内
灘
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

番
号
法
の
施
行
に
伴
い
、
厳
格

な
保
護
措
置
を
講
ず
る
た
め
の

改
正
。 ︵
賛
成
10
人
：
反
対
２
人
︶

・
内
灘
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

番
号
法
施
行
に
よ
る
通
知
カ
ー

ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
再
交

付
す
る
際
の
手
数
料
を
定
め
る

改
正
。 ︵
賛
成
11
人
：
反
対
１
人
︶

マイナンバー制度
複数の機関に存在する個人の情報を同一人のものであるという確認を行なう
ためのものです。社会保障や税制度の効率化を図り、透明性、利便性の高い、
公平・公正な社会の実現に制度化されます。
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生涯スポーツと競技スポーツ

活力ある交流 拠点づくり
施設改修工事 1,240万円

・建築 3億9,636万円
・電気設備 5,277万円

・大学公民館 1,030万円
・向陽台公民館 210万円

屋内多目的広場建設工事
 4億4,913万円

総 合 公 園 公 民 館

人
事
案
件

農
業
委
員

 

恩お
ん

道ど
う

　
正ま

さ

博ひ
ろ�

氏　

︵
新
任　
大
根
布
︶

 

︵
全
員
賛
成
︶

補
正
予
算

・
一
般
会
計

繰
出
金
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
活
性
化
推
進
事
業
に
よ
り

２
２
７
９
万
円
を
追
加
し
、
総

額
₉₃
億
１
４
１
９
万
円
と
し
ま

し
た
。 

︵
全
員
賛
成
︶

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計

風
力
発
電
設
備
の
更
新
工
事
等

で
４
４
０
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
９
２
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。 

︵
全
員
賛
成
︶

７
月
会
議　
7
月
30
日

Aw契
約
の
締
結

・
内
灘
町
総
合
公
園
屋
内
多
目
的

広
場
建
設
工
事
︵
建
築
︶

契
約
金
額 

３
億
９
６
３
６
万
円

契
約
先 

株
式
会
社�

豊
蔵
組

・
内
灘
町
総
合
公
園
屋
内
多
目
的

広
場
建
設
工
事
︵
電
気
設
備
︶

契
約
金
額 

５
２
７
７
万
円

契
約
先 

�

成
瀬
電
気
工
事
株

式
会
社

 

︵
全
員
賛
成
︶

人
事
案
件

監
査
委
員

 

豊と
よ

原は
ら

　
菊き

く

生お�

氏　

︵
新
任　
白
帆
台
︶

 

︵
全
員
賛
成
︶
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財政力指数
全国739位／1742
県内9位／19万全万全万全ををを！！！

一般会計の借金
地方債 25年度末 26年度末

総務関連事業債 6億4,961万円 9億5,541万円

民生関連事業債 3億  608万円 2億5,949万円

衛生関連事業債 8,267万円 7,559万円

土木関連事業債 19億3,058万円 20億4,585万円

消防関連事業債 2億2,976万円 7億7,942万円

教育関連事業債 17億1,702万円 15億6,758万円

臨時財政対策債 37億9,272万円 40億3,555万円

その他の町債 9,933万円 2億4,181万円

①一般会計町債の計 88億	 	777万円 99億6,070万円

特別会計の借金
公共下水道事業
特別会計

93億8,377万円 92億7,749万円

新エネルギー事業
特別会計

3,730万円 1,876万円

国民健康保険
特別会計

3,840万円 2,560万円

②特別会計町債の計 94億5,947万円 93億2,185万円

③水道事業会計 9億1,794万円 9億3,812万円

町の借金の合計
（①+②+③） 191億8,518万円 202億2,067万円

町の貯金
基金名 25年度末 26年度末

財政調整基金 7億  772万円 5億2,426万円

公用・公共用
施設整備基金 2億9,669万円 2億2,100万円

義務教育施設
整備基金 2億9,083万円 3億1,108万円

(仮称)高齢者いきいき健
康センター整備基金 1億8,132万円 1億9,636万円

土地開発基金 1億  228万円 1億  241万円

海と砂丘文学顕彰
事業基金 1億   66万円 1億   66万円

その他の基金 1億1,439万円 8,638万円

合　　計 17億9,389万円 15億4,215万円

町民一人あたりの貯金
5万7,306円

平成25年度　6万6,298円

町民一人あたりの借金
37万  135円

 （一般会計）
平成25年度　32万5,514円

●文化・芸術への奨励金を検討せよ。
→ 近隣市町の状況を調査し、計画の
策定に向け取り組んでいる。

●ジュニア美術展と一般の美術展を同じ
時期にできないか、文化協会と相談し
検討せよ。
→ 平成27年度より町総合美術展と
改称し合同開催となる。

●内灘大橋のライトアップを検討せよ。
（カラー照明）
→ 夜間の景観再生に向け検討をし、
議会に報告済。今後は財源確保を
含めさらに検討する。

●海抜標示板の表示工夫を検討せよ。
→ 低地の坂道地点にある海抜標示板に
避難方向の表示案内を加えた。

●町の情報はホームページやフェイス
ブックなどを活用してさらなる発信を
推進せよ。
→随時更新し、充実を図っている。

どうなった？
平成26年度の指摘・要望事項

（平成 25年度の自治体ランキング）

夷藤 満　米田 一香　七田 満男　川口 正己
中川 達　恩道 正博

決算特別委員会
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町税
25億8,485万円
（24.7％）

町税
25億8,485万円
（24.7％）

地方交付税
23億949万円
（22.1％）

地方交付税
23億949万円
（22.1％）

国庫支出金
13億6,680万円
（13.1％）

国庫支出金
13億6,680万円
（13.1％）

借入金
20億4,649万円
（19.5％）

借入金
20億4,649万円
（19.5％）

県支出金
6億1,745万円
（5.9％）

県支出金
6億1,745万円
（5.9％）

諸収入 2億8,526万円（2.7％）諸収入 2億8,526万円（2.7％）
地方消費税交付金 2億6,127万円（2.5％）地方消費税交付金 2億6,127万円（2.5％）
分担金及び負担金 2億3,986万円（2.3％）分担金及び負担金 2億3,986万円（2.3％）

その他
7億5,805万円
（7.2％）

その他
7億5,805万円
（7.2％）

収 入
（一般会計）

支 出
（一般会計）

103億3,194万
円104億6,952万円

民生費
32億7,432万円
（31.7％）

民生費
32億7,432万円
（31.7％）

土木費
14億5,205万円
（14.1％）

土木費
14億5,205万円
（14.1％）

教育費
10億 897万円
（9.8％）

教育費
10億 897万円
（9.8％）

借入金の返済
10億1,395万円
（9.8％）

借入金の返済
10億1,395万円
（9.8％）

総務費
12億7,197万円
（12.3％）

総務費
12億7,197万円
（12.3％）

衛生費
7億6,938万円
（7.4％）

衛生費
7億6,938万円
（7.4％）

消防費
10億5,971万円
（10.3％）

消防費
10億5,971万円
（10.3％）

議会費 1億3,554万円（1.3％）議会費 1億3,554万円（1.3％）
その他 3億4,605万円（3.3％）その他 3億4,605万円（3.3％）

平成₂7年度決算特別委員会を設置し、平成₂₆度の事業成果を審査しました。
各会計の決算7件と水道会計の剰余金を審査し、₁₆件の指摘・要望をつけて、
いずれも認定しました。

災害対策災害対策災害対策に に に 

平成27年3月末

人口26,911人
（前年度より147人減）

町民1人あたりの費用
38万3,930円

 （一般会計）
平成25年度　32万1,948円

平
成
27
年
度

　
お
も
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
農
林
水
産
業
再
生
の
た
め
の
対
策
推
進
。

・
内
灘
海
水
浴
場
の
浜
茶
屋
に
健
全
運
営
を
指
導

す
べ
き
。

・
町
内
に
あ
る
公
園
管
理
を
し
て
い
く
た
め
の
ア

ダ
プ
ト
制
度
※
の
支
援
拡
大
。

※
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を

地
域
住
民
や
企
業
が
自
発
的
に
美
化
活
動
や
維

持
管
理
す
る
制
度

・
町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
災
害
対
策
に
万

全
を
期
す
べ
き
。

・
町
で
行
な
っ
て
い
る
健
康
推
進
事
業
の
周
知
徹
底
。

・
自
己
水
の
確
保
を
検
討
す
べ
き
。

（
前
年
度
か
ら
指
摘
あ
り
・
継
続
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
拡
充
推
進
。

26年度
決算

決
算
っ
て
な
ぁ
に
？

　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
入
っ
た

お
金
と
使
っ
た
お
金
を
精
算
す
る
こ
と
だ
よ
。

　
町
民
の
代
表
と
し
て
の
議
会
は
、
使
っ
た
お
金

の
効
果
を
評
価
し
、
認
定
し
ま
す
。
次
年
度
以
降

の
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
ん
だ
よ
。

指摘・要望
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討論討論討論討論討論討論討論討論討論！！！！！！！！！
請願の審査

 

恩
道
　
正
博 

議
員

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
は
、

安
全
保
障
面
で
の
ア
メ
リ
カ
依
存

の
解
消
に
つ
な
が
り
、将
来
的
に
は

自
前
の
軍
備
を
中
心
に
、近
隣
諸

国
と
の
同
盟
関
係
を
機
能
さ
せ
る
。

反 

対

 

磯
貝
　
幸
博 

議
員

　
近
隣
諸
国
の
動
向
に
は
危
機
感

を
煽
る
事
案
が
多
数
あ
る
。
隙
間

の
な
い
防
衛
で
平
和
を
守
る
た
め

長
時
間
の
議
論
が
さ
れ
た
。
町
も

平
和
安
全
法
制
を
支
持
す
べ
き
。

反 

対

太
田
　
臣
宣 

議
員

　

議
員
活
動
を
す
る
た
め

に
、
政
務
活
動
費
が
な
く
て

も
、
議
員
の
報
酬
の
中
か
ら

自
分
の
活
動
を
し
っ
か
り
し

て
こ
そ
議
員
の
つ
と
め
で
は

な
い
か
。

賛 

成

 

北
川
　
悦
子 

議
員

　
世
論
調
査
で
は
、国
民
の
多
数

が
憲
法
違
反
、今
国
会
の
成
立
に

反
対
と
言
っ
て
い
る
。連
日
、国
会

前
や
全
国
各
地
か
ら
強
行
す
れ
ば

大
変
だ
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

賛 

成

北
川
　
悦
子 

議
員

　

廃
止
す
る
こ
と
は
、
議
員

活
動
に
保
障
さ
れ
て
い
る
政

務
活
動
を
狭
め
、
議
会
改
革

の
後
退
に
な
る
。
町
民
の
立

場
に
立
っ
た
改
革
を
願
い
反

対
す
る
。

反 

対

清
水
　
文
雄 

議
員

　

政
務
活
動
費
を
活
用
し
て

行
な
う
調
査
研
究
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
中
、
使
途
の

透
明
性
を
高
め
、
議
員
の
資

質
向
上
に
つ
な
が
る
政
務
活

動
が
大
切
で
あ
り
、
廃
止
に

は
反
対
す
る
。

反 

対

 

清
水
　
文
雄 
議
員

　
国
民
の
８
割
が
今
国
会
で
は
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
。
６
割
以
上

が
こ
の
法
律
は
戦
争
に
導
き
、
憲

法
９
条
を
否
定
す
る
法
律
で
あ
る

と
言
っ
て
い
る
。

賛 

成

◎
請
願
者

　
内
灘
憲
法
９
条
の
会

代
表　
加
藤　
喜
一

　
新
日
本
婦
人
の
会

内
灘
支
部
長　
宮
本
喜
久
子

◎
紹
介
議
員 

北
川　
悦
子

（
賛
成
２
人　
反
対
10
人
）

不
採
択

Ｖ
Ｓ

Ｖ
Ｓ

議
会
議
案
第
9
号

　
提
出
議
員 

夷
藤　
　
満

　
賛
成
議
員 

川
口　
正
己

　
賛
成
議
員 

太
田　
臣
宣

（
賛
成
９
人　
反
対
３
人
）

賛
成
多
数
で
可
決

議
会
改
革
を
進
め
る
！

　
地
方
議
員
の
調
査
研
究

活
動
な
ど
の
た
め
、
議
員

報
酬
と
は
別
に
交
付
さ
れ

る
も
の
。
内
灘
町
議
会
で

は
、
毎
月
町
議
１
人
あ
た

り
２
万
円
が
各
会
派
︵
所

属
議
員
一
人
の
場
合
を
含

む
︶
に
支
給
さ
れ
る
。
使

わ
な
か
っ
た
分
は
町
に
返

す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

政
務
活
動
費
と
は
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太田　臣宣 議員 ……………………… 10
・大根布地区の危険崖地の取り組みは
・空き家対策について ほか1問

米田　一香 議員 ……………………… 11
・結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援
・つながるつなげるホリスティック・シティ
 ほか1問

北川　悦子 議員 ……………………… 12
・町長に安全関連法案に関して聞く
・合葬式墓所の申込み等詳細について ほか2問

川口　正己 議員 ……………………… 13
・北部開発について
・総合公園について
藤井　良信 議員 ……………………… 14
・「平和安全法制」町の考えを示せ
・「若者支援」新たな計画はあるか ほか3問

清水　文雄 議員 ……………………… 15
・石川北部RDF広域処理組合負担金について
・（仮称）白帆台小学校建設について ほか1問

磯貝　幸博 議員 ……………………… 16
・安心安全のマイナンバー制度を
・空き家調査からニーズに沿った具体策を示せ
 ほか3問

恩道　正博 議員 ……………………… 17
・北陸各市町村の地域活性度ランキングによる町の
取り組みについて
・地方創生事業の取り組みの状況について

一
般
質
問
（
9
月
3
日
）

8
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
議
会
↓
議
会
録
画
中
継
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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大根布の危険崖地解消は

太田　臣宣
地元との協力が必要　町長

問�

平
成
₂₇
年
３
月
に
は
北

部
地
区
基
本
構
想
が
策
定
さ

れ
、
西
荒
屋
地
区
と
室
地
区

の
危
険
崖
地
の
解
消
も
示
さ

れ
、
計
画
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

　
大
根
布
の
崖
地
も
北
部
と

同
じ
く
、
平
成
₂₃
年
に
石
川

県
に
よ
っ
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
地
権
者
へ
の
説
明
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

の
か
。

答�

地
元
住
民
か
ら
は
、﹁
大

雨
が
降
る
と
心
配
で
あ
る
﹂

﹁
土
砂
災
害
の
対
策
工
事
に

よ
る
個
人
負
担
額
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
﹂
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

問�

個
人
負
担
分
の
助
成
を

検
討
で
き
な
い
か
。

答�

事
業
規
模
を
確
認
し
た

上
で
、
他
の
市
町
の
動
向
も

調
査
し
検
討
す
る
。

問�

町
と
し
て
今
後
の
方
向

性
は
。

答�

地
権
者
全
員
が
事
業
化

を
希
望
し
同
意
が
得
ら
れ
れ

ば
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
た

い
。

問�

地
元
と
の
協
議
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答�

地
元
区
長
や
区
役
員
の

皆
様
の
協
力
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問�

こ
の
地
域
は
上
下
に
住

宅
が
張
り
つ
い
て
お
り
、
県

や
国
に
も
そ
の
現
状
を
把
握

す
る
よ
う
に
町
と
し
て
働
き

か
け
よ
。

答�
今
後
、
県
担
当
部
局
に

現
況
調
査
を
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

空

き

家

対

策

問�

空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
の
主
な
内
容
は
。

答�

町
は
、
適
切
な
管
理
の

助
言
や
指
導
、
特
に
危
険
な

状
態
の
空
き
家
へ
の
勧
告
、

命
令
、
代
執
行
と
な
る
措
置

が
で
き
る
。

問�

地
元
商
工
会
や
不
動
産

業
者
と
の
連
携
を
図
り
、
宅

建
協
会
の
よ
う
に
相
談
窓
口

を
増
設
せ
よ
。

答�

今
後
町
商
工
会
と
協
議

し
、
ど
の
よ
う
な
相
談
体
制

が
と
れ
る
か
前
向
き
に
検
討

す
る
。

問�

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答�

定
住
促
進
策
は
必
要
で

あ
り
次
年
度
、
他
市
町
の
事

例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

街

な

み

整

備

問�

１
・
８
メ
ー
ト
ル
未
満

の
道
路
に
接
続
す
る
宅
地
に

は
建
築
す
る
方
法
が
な
い
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
対
策
を

図
る
か
。

答�

用
地
の
無
償
提
供
が
不

可
欠
で
、
沿
線
全
員
の
協
力

が
な
け
れ
ば
事
業
化
に
な
ら

な
い
。

　
地
元
地
区
の
協
力
を
得
な

が
ら
安
全
な
住
環
境
整
備
に

努
め
て
い
く
。

問�

町
の
活
性
化
を
図
る
上

で
、
合
意
が
得
ら
れ
た
地
区

か
ら
順
次
解
消
を
図
れ
。

答�

沿
線
住
民
の
合
意
を
得

ら
れ
た
地
区
が
あ
れ
ば
、
狭き

ょ
う

隘あ
い

道
路
の
解
消
に
向
け
努
め

て
い
き
た
い
。

問�

市
街
化
調
整
区
域
の
街

な
み
整
備
を
進
め
よ
。

答�

相
談
が
あ
れ
ば
地
元
と

協
議
を
進
め
る
。

警戒区域への対応を急げ
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問�

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
期
に
至
る
切
れ
目
な

い
支
援
が
必
要
だ
。

答�
少
子
化
対
策
と
し
て
大

変
有
効
で
あ
り
、
事
業
の
充

実
と
、
新
た
な
支
援
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。

問�

新
婚
世
帯
家
賃
助
成
制

度
の
周
知
方
法
を
改
善
し
、

来
年
度
も
継
続
せ
よ
。

答�

結
婚
式
場
等
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
周
知
を
図
り
、

若
い
世
代
へ
の
支
援
に
よ
っ

て
転
出
抑
制
及
び
定
住
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
事
業
を
継

続
す
る
。

問�

現
制
度
で
は
妊
婦
健
診

₁₅
回
目
か
ら
実
費
負
担
が
生

じ
て
い
る
。
町
独
自
の
施
策

で
負
担
軽
減
を
図
れ
。

答�

国
の
基
準
は
₁₄
回
だ
が
、

母
子
と
も
に
健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
、
妊
婦
健
診
の
助
成

回
数
を
増
や
す
。

健

康

増

進

問�

町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
か
か
る
費
用
の
増
加
が

心
配
だ
。
今
後
の
推
移
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

答�

公
的
負
担
は
一
層
増
え

て
い
く
と
予
測
し
て
お
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
だ
。

問�

町
民
体
育
祭
な
ど
多
く

の
人
が
集
ま
る
時
に
、
啓
発

や
体
力
測
定
等
を
実
施
せ
よ
。

答�

来
年
度
以
降
更
な
る
健

康
増
進
に
向
け
検
討
す
る
。

問�

地
域
特
性
を
活
か
し
た

健
康
な
町
づ
く
り
が
必
要
だ
。

　
大
学
病
院
や
公
民
館
な

ど
町
独
自
の
恵
ま
れ
た
環
境

を
活
か
し
、
先
進
的
に
保
健

分
野
専
門
職
の
充
足
を
図
り
、

他
分
野
と
連
携
を
深
め
、
健

康
づ
く
り
を
中
核
に
町
全
体

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
つ
な
が
る

﹁
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ

内
灘
﹂
を
目
指
せ
。

答�

役
場
全
体
で
幅
広
い
視

点
か
ら
健
康
増
進
施
策
推
進

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

町
内
医
療
機
関
や
各
町
内

会
・
各
種
団
体
に
協
力
を
依

頼
し
、
町
全
体
で
健
康
づ
く

り
を
目
指
す
。

町

民

の

声

問�

町
が
調
査
・
検
討
す
る

と
答
え
た
こ
と
は
、
期
間
を

設
け
状
況
報
告
せ
よ
。

答�

委
員
会
等
で
報
告
を
し

て
お
り
、
今
後
も
速
や
か
な

報
告
に
努
め
る
。

問�

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
、

役
場
庁
舎
に
手
話
通
訳
士
を

常
勤
設
置
せ
よ
。

答�

月
２
回
、
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
て
い
る
。
常
勤
設

置
は
難
し
く
、
職
員
も
参
加

す
る
手
話
講
座
を
継
続
開
催

す
る
。

問�

町
民
か
ら
の
声
へ
の
対

応
と
報
告
・
共
有
の
体
制
は
。

　
ま
た
、
そ
の
声
は
個
人
情

報
で
も
あ
る
。
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
幅
広
く
取
り
扱
う

統
一
的
な
窓
口
︵
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ

Ｔ
︶
設
置
を
検
討
し
、
十
分

な
情
報
管
理
体
制
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
せ
よ
。

答�

受
け
た
声
を
統
括
す
る

部
署
は
な
い
が
、
内
容
に
応

じ
町
長
や
各
部
署
間
で
情
報

共
有
し
て
い
る
。

　
町
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
全
職

員
に
研
修
を
毎
年
実
施
し
、

情
報
管
理
の
徹
底
に
努
め
て

い
る
。
今
後
は
国
の
指
導
に

従
い
検
討
す
る
。

切れ目ない支援が必要だ
積極的に取り組む　町長

米田　一香

内灘のたから（向粟崎保育所）

老いも若きも健康づくり
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問�

自
衛
官
募
集
案
内
が
今

年
度
も
₁₈
歳
に
な
る
方
た
ち

へ
送
付
さ
れ
、
差
出
人
は
町

役
場
総
務
課
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
か
ら
依
頼
を
受
け
、
基

本
台
帳
を
も
と
に
事
務
処
理
、

送
付
を
代
行
し
た
の
か
。

答�

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候

補
生
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
施
行
令
並
び
に
地
方

自
治
法
・
地
方
自
治
法
施
行

令
に
、
国
に
か
わ
り
県
及
び

市
町
村
が
す
べ
き
法
定
受
託

事
務
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

町
も
自
衛
官
募
集
事
務
の
協

力
を
し
て
い
る
。

問�

自
衛
隊
法
施
行
令
で
は
、

自
衛
官
募
集
の
た
め
に
必
要

な
資
料
提
供
を
防
衛
大
臣
は

各
自
治
体
に
要
請
で
き
る
条

項
︵
１
２
０
条
︶
が
あ
る
が
、

全
国
的
に
は
名
簿
を
提
供
し

て
い
る
自
治
体
は
３
割
だ
。

　
国
が
要
請
で
き
る
と
い
う

だ
け
で
町
は
応
じ
る
義
務
は

な
い
。

答�

法
律
や
政
令
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
県

内
全
て
の
自
治
体
が
委
託
費

を
受
け
協
力
し
て
お
り
、
今

後
ど
う
い
う
募
集
事
務
が
で

き
る
か
検
討
す
る
。

安
全
保
障
関
連
法
案

問�

国
民
の
半
数
以
上
が
戦

争
法
案
に
反
対
し
、
₈₀
％
以

上
が
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
だ

と
答
え
て
い
る
。
町
長
の
見

解
を
求
め
る
。

答�

国
会
に
お
い
て
審
議
中

で
あ
り
、
国
の
安
全
保
障
上

や
外
交
上
、
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

会
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
議

論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

合

葬

式

墓

所

問�

夫
婦
、
家
族
で
希
望
の

場
合
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

分
割
払
い
は
で
き
な
い
か
。

答�

１
月
号
の
広
報
で
募
集

案
内
を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
分
割
払
い
は
皆
さ

ん
の
意
見
を
踏
ま
え
納
め
や

す
い
、
求
め
や
す
い
形
を
と

考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

問�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
は
工
事
対
象
額
を
抑
え
、

継
続
が
必
要
だ
。

答�

財
源
等
の
課
題
も
あ
り
、

次
年
度
継
続
は
難
し
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

問�

１
月
実
施
に
向
け
て
の

計
画
は
。

答�

町
内
の
医
療
機
関
へ
の

依
頼
と
確
認
、
受
給
者
資
格

者
証
の
発
行
業
務
等
を
進
め
、

₁₁
月
、
₁₂
月
号
の
広
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
し

て
い
く
。

問�

完
全
無
料
化
と
県
内
ど

こ
で
受
診
し
て
も
適
用
で
き

る
よ
う
県
に
働
き
か
け
よ
。

答�

国
が
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
に
向
け
て
検
討
す
る

と
の
記
事
が
あ
り
、
国
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

自衛官募集事務、町の関わりは

北川　悦子
法定受託事務として　町長

若者に希望ある未来を

竹とんぼ
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問�

６
月
会
議
で
内
灘
北
部

地
区
基
本
構
想
と
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
が

示
さ
れ
た
。
北
部
開
発
は
い

つ
、
ど
こ
か
ら
進
め
る
か
。

答�
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

︵
仮
称
︶
白
帆
台
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
建
設
事
業
、︵
仮

称
︶
白
帆
台
小
学
校
建
設
事

業
及
び
白
帆
台
Ｈ
街
区
に
お

け
る
公
営
住
宅
建
設
事
業
の

設
計
作
業
を
現
在
進
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
ほ
の
ぼ
の
湯
の
建

設
事
業
や
交
流
人
口
創
出
の

た
め
、
総
合
公
園
の
整
備
拡

充
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

問�

宮
坂
か
ら
西
荒
屋
方
面

に
延
び
る
宮
坂
₁₇
号
線
、
ま

た
宮
坂
北
線
の
基
本
設
計
に

お
け
る
開
発
に
取
り
か
か
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

中
期
︵
４
～
６
年
︶
以

降
の
計
画
を
し
て
い
る
が
、

道
路
網
計
画
と
し
て
両
事
業

の
整
備
は
非
常
に
大
切
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問�

川
口
町
長
の
と
き
し
か
、

こ
の
２
つ
の
事
業
を
進
め
る

の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答�

財
源
の
確
保
な
ど
を
含

め
、
早
期
に
着
手
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
く
。

問�

北
部
地
区
基
本
構
想
は
、

ス
パ
ン
ご
と
で
地
権
者
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
必
要
だ
。

答�

全
体
計
画
が
策
定
さ
れ

た
時
点
で
地
区
ご
と
に
同
意

を
得
、
事
業
を
進
め
る
。

　
問�
専
業
農
家
が
代
替
地
を

求
め
た
場
合
は
ど
う
す
る
か
。

答�

地
権
者
の
負
担
金
や
休

耕
地
の
補
償
も
含
め
専
業
農

家
へ
の
代
替
地
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問�

白
帆
台
の
商
業
地
誘
致

の
進
ち
ょ
く
を
示
せ
。

答�

将
来
の
状
況
を
見
据
え
、

今
後
も
粘
り
強
く
誘
致
活
動

を
続
け
る
。

農
業
プ
ラ
ン
ト

問�

屋
内
で
水
、
光
、
養
分

な
ど
の
環
境
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
制
御
し
、
葉
野
菜
な
ら

ば
４
、
５
日
で
出
荷
で
き
る

農
業
プ
ラ
ン
ト
が
全
国
で

次
々
で
き
て
い
る
。
県
内
で
、

こ
の
水
耕
養
液
栽
培
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

答�
平
成
₂₇
年
３
月
末
で
４

施
設
あ
る
。
ま
た
、
志
賀
町

で
は
本
年
₁₁
月
に
操
業
開
始

予
定
。

問�

農
業
栽
培
に
は
、
国
、

県
の
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。

答�

総
事
業
費
５
０
０
０
万

円
以
上
、
補
助
率
２
分
の
１

以
内
の
国
の
補
助
事
業
が
あ

る
。
他
に
も
国
、
県
の
補
助

事
業
が
４
つ
あ
る
。

問�

町
の
企
業
誘
致
制
度
で

は
適
用
と
な
る
か
。
ま
た
、

市
街
化
調
整
区
域
で
法
人
が

作
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

答�

農
業
プ
ラ
ン
ト
を
当
該

条
例
の
対
象
施
設
と
す
る
か

は
、
他
市
町
の
状
況
も
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

　
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
及
び
農
地
法
等

の
許
認
可
が
必
要
と
な
る
。

総

合

公

園

問�

以
前
に
、
ミ
ス
ト
を
発

生
さ
せ
る
装
置
の
説
明
を
聞

い
た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

答�

平
成
₂₅
年
に
海
賊
船
遊

具
の
横
に
簡
易
の
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
を
設
置
し
た
。

問�

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
前
の
駐
車
場
出
入
り
口

が
不
便
だ
。

答�

閉
め
切
っ
た
広
場
と
し

て
い
る
が
、
今
後
は
安
全
・

安
心
に
使
え
る
空
間
の
検
討

を
し
た
い
。

北部開発の進ちょく状況は
事業計画に沿って　町長

川口　正己

暑さ対策ミストシャワー
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問�

平
和
安
全
法
制
の
目
的

は
、
戦
争
を
未
然
に
防
止
し
、

戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
見
解
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答�

戦
後
₇₀
年
を
経
た
今
悲

惨
な
戦
争
の
歴
史
を
風
化
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
の

恒
久
平
和
を
目
指
す
た
め
の

安
保
法
制
で
あ
る
。

　
こ
こ
は
し
っ
か
り
と
議
論

し
、
国
民
が
理
解
で
き
る
よ

う
な
平
和
安
全
法
制
の
整
備

を
望
み
た
い
。

文

化
・

教

育

問�
若
者
が
将
来
の
夢
を
実

現
す
る
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
対
し
て
応
援
す
る
施
策
推

進
の
考
え
を
示
せ
。

答�

町
内
の
空
き
家
や
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
新
た
に
事

業
を
開
始
す
る
方
々
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

問�

同
様
に
県
で
の
若
者
支

援
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

答�

小
中
学
生
を
対
象
に
、

夢
を
実
現
す
る
﹁
子
ど
も
ド

リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事

業
﹂
を
実
施
し
て
お
り
、
町

で
も
毎
年
こ
の
事
業
の
Ｐ
Ｒ

を
行
な
っ
て
い
る
。

問�

い
し
か
わ
県
民
文
化
振

興
基
金
に
よ
る
文
化
活
動
へ

の
公
募
型
助
成
事
業
に
、
町

は
応
募
申
請
を
し
た
か
。

答�
町
総
合
美
術
展
、
和
太

鼓
協
会
の
ど
ん
ど
こ
祭
、
砂

丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
計
３

件
で
申
請
し
て
い
る
。

問�

教
育
委
員
会
や
学
校
現

場
で
は
主
権
者
教
育
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答�

社
会
科
や
道
徳
の
教
科

の
中
で
知
識
、
理
解
を
深
め
、

体
験
型
・
参
加
型
学
習
を
取

り
入
れ
な
が
ら
推
進
し
て
い

き
た
い
。

自
転
車
の
ま
ち

問�

県
立
自
転
車
競
技
場
で

は
年
間
を
通
し
て
、
ど
の
位

の
方
々
が
利
用
し
て
い
る
か
。

答�

平
成
₂₆
年
度
、
競
技
場

の
利
用
者
延
べ
人
数
は
７
０

８
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

問�

年
間
を
通
し
て
町
民
や

一
般
の
方
々
の
施
設
利
用
者

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

答�

今
後
は
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
案
内
し
利
用

促
進
に
努
め
る
。

問�

の
と
里
山
海
道
に
沿
っ

て
千
鳥
台
の
起
点
か
ら
新
た

な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が

敷
か
れ
、
現
在
あ
る
海
側
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
つ
な

が
る
よ
う
計
画
が
検
討
さ
れ

な
い
か
。

答�

現
在
、
内
灘
海
岸
に
ぎ

わ
い
の
創
出
を
目
的
に
駐
車

場
の
整
備
や
、
の
と
里
山
海

道
千
鳥
台
交
差
点
か
ら
海
岸

沿
い
に
道
路
が
整
備
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
新
た
に
既
存
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
の

接
続
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問�

自
転
車
の
ま
ち
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
れ

る
よ
う
、
夢
の
あ
る
自
転
車

周
遊
マ
ッ
プ
作
成
の
考
え
は

あ
る
か
。

答�

分
か
り
や
す
く
て
便
利

な
案
内
マ
ッ
プ
作
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

平和安全法制の見解を問う

藤井　良信
恒久平和を目指すもの　町長

走れ！目標に向かって
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問�

２
０
２
２
年
を
も
っ
て

石
川
北
部
ア
ー
ル
・
デ
ィ
・

エ
フ�︵
Ｒ
Ｄ
Ｆ
︶�※
セ
ン
タ
ー

は
運
転
を
止
め
、
河
北
郡
市

広
域
事
務
組
合
は
、
新
た
な

焼
却
施
設
を
建
設
す
る
方
針

だ
。
現
行
よ
り
も
町
負
担
金

が
増
額
と
な
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
態
度
で
臨
ん
で
い
く
の
か
。

答�

現
段
階
で
は
、
新
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

規
模
や
位
置
、
建
設
工
事
費

も
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
建
設

負
担
金
や
運
営
費
、
維
持
管

理
費
を
申
し
上
げ
る
状
況
で

は
な
い
。

　
今
後
、
河
北
郡
市
広
域
事

務
組
合
で
十
分
に
議
論
が
さ

れ
る
。

問�

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
は
県
が
推

進
し
た
計
画
だ
け
に
、
県
の

責
任
が
大
き
い
。
焼
却
施
設

の
建
設
等
へ
は
、
県
の
多
額

の
補
助
金
が
あ
っ
て
当
然
だ
。

答�

県
か
ら
の
補
助
金
は
、

し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い
く
。

※
Ｒ
Ｄ
Ｆ

廃
棄
物
か
ら
作
る
固
形

燃
料
。
焼
却
す
る
こ
と

で
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
て
発
電

す
る
ん
じ
ゃ
。

小

学

校

建

設

問�

︵
仮
称
︶
白
帆
台
小
学

校
に
移
動
が
困
難
な
児
童
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
、

ま
た
災
害
対
策
面
か
ら
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
せ
よ
。

答�
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法

︵
通
称
︶
及
び
県
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
条
例
で
は
義
務
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

来
年
１
月
か
ら
開
始
す
る
。

　
導
入
に
伴
う
予
算
は
、
総

額
で
６
０
５
１
万
１
０
０
０

円
。
町
負
担
が
１
９
４
１
万

６
０
０
０
円
で
、
補
助
金
が

４
１
０
９
万
５
０
０
０
円
だ
。

　
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
、

導
入
に
伴
う
費
用
は
国
が
負

担
す
る
べ
き
で
あ
り
、
市
長

会
も
そ
う
し
た
見
解
を
出
し

て
い
る
。

答�

シ
ス
テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、
改
修
な
ど
に

か
か
る
経
費
は
多
額
と
な
っ

て
い
る
。
国
の
補
助
額
の
不

足
は
、
全
国
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
国
や

県
に
機
会
が
あ
る
ご
と
に
伝

え
て
お
り
、
ま
た
県
の
町
長

会
、
全
国
町
長
会
に
お
い
て

も
要
望
し
て
い
る
。

負担金増があってはならない！
申し上げる状況にない　町長

清水　文雄

新たな焼却施設の改善案は

リサイクル工作コンクール最優秀賞 「ぺっとぞう」

植
うえ

松
まつ

　美
み さ ね

心さん（大根布小学校）
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問�

₁₀
月
に
通
知
が
始
ま
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す

る
住
民
の
不
安
は
、
個
人
情

報
が
き
ち
ん
と
管
理
、
保
護

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
安
全

面
に
関
す
る
こ
と
だ
。

　
内
部
研
修
で
職
員
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
※
意
識
の
徹

底
を
行
な
っ
た
か
。

　
ま
た
、
町
民
が
安
心
し
て

信
頼
の
置
け
る
情
報
管
理
体

制
を
構
築
し
た
の
か
。

答�

本
制
度
に
特
化
し
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
会
を
開
催

し
、
情
報
管
理
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
は
住

民
課
の
職
員
の
み
閲
覧
が
で

き
他
は
で
き
な
い
。
業
務
上

閲
覧
が
必
要
な
場
合
、
住
民

情
報
等
を
管
理
し
て
い
る
担

当
課
長
、
住
民
課
長
、
総
務

課
長
の
承
認
が
必
要
で
、
幾

重
に
も
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
う
。

魅
力
あ
る
公
園
整
備

問�

町
全
体
を
一
つ
の
健
康

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
位
置
づ
け
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
も
寄

与
す
る
、
笑
顔
で
集
い
た
く

な
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
よ
。

答�

子
供
用
と
大
人
用
の
遊

具
が
混
在
す
る
中
で
、
安
全

確
保
な
ど
調
査
と
検
討
が
必

要
だ
。

子

育

て

支

援

問�

転
入
・
転
出
者
の
動
向

調
査
を
窓
口
で
行
な
い
、
生

の
声
を
集
約
し
、
今
後
の
目

安
の
一
つ
と
し
て
活
か
せ
。

答�

窓
口
で
転
入
・
転
出
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

動
向
調
査
を
す
る
方
向
で
検

討
す
る
。

空

き

家

対

策

問�

空
き
家
所
有
者
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
、
結

果
を
公
表
し
て
意
見
を
求
め
、

危
険
家
屋
の
解
体
が
で
き
な

い
方
に
対
し
て
解
体
費
補
助

制
度
新
設
の
考
え
は
な
い
か
。

答�

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
で
協
議
し
、
有
効
な
空

き
家
対
策
の
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
解
体
費
の
助
成
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理

問�

子
供
た
ち
の
夢
を
実
現

し
、
保
護
者
の
期
待
に
寄
り

添
え
る
よ
う
設
備
の
更
新
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
力
を
注
げ
。

答�

利
用
者
の
声
を
聞
き
、

必
要
に
応
じ
て
更
新
を
行
な

っ
て
い
る
。
誰
も
が
使
い
や

す
い
施
設
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

安心のマイナンバー制度へ

磯貝　幸博
体制の充実を図っている　町長

どちらも大切に保管を

おもて面

通知カード・交付申請書の様式

申請すると…
個人番号カードが受け取れます。

うら面

通知カード
個人番号カード交付申請書 在中

転 送 不 要

簡易書留

料金後納

郵　便

郵便区内特別

123-456
○○県□□市△△町◇町目○番地▽▽号

番号　花子　様

□□市市民課
○○県□□市△△町１－１－１

10000019 01/01 3190110000019＃

送付先管理番号： 1234 5678 9012 3456 7890 1

み  ほ  ん

Important Notice

笑顔が一番（蓮湖渚公園）

※
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

法
令
や
規
則
を
よ
く
守

る
こ
と
。
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問�

平
成
₂₆
年
度
、
北
陸
農

政
局
管
内
の
₈₀
市
町
村
の
元

気
度
を
数
値
化
し
た
地
域
活

性
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
内
灘
町

が
₁₇
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

　
定
住
活
性
度
に
お
い
て
も

全
体
の
５
番
目
に
入
っ
て
い

る
こ
と
は
、
現
町
政
の
定
住

促
進
の
取
り
組
み
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

　
今
後
の
定
住
促
進
に
向
け

た
施
策
を
問
う
。

答�

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
町
づ

く
り
の
方
向
性
の
正
し
さ
を

再
認
識
し
た
。

　
安
定
し
た
人
口
構
造
を
維

持
し
、
将
来
の
活
力
あ
る
町

を
目
指
し
て
、
現
在
、
内
灘

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合

戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援

施
策
は
最
重
要
課
題
と
と
ら

え
、
次
年
度
は
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
検
討
す
る
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ

問�

新
た
な
子
育
て
支
援
策

と
し
て
、
多
子
世
帯
や
ひ
と

り
親
家
庭
の
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
保
育
料
を
軽
減
す
る
減

免
制
度
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
町
の
考
え
は
。

答�

多
子
世
帯
の
利
用
者
は

い
な
い
が
、
ひ
と
り
親
世
帯

は
₃₉
世
帯
で
₄₆
名
の
児
童
が

在
席
し
て
い
る
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
の
減
免
措

置
は
、
県
の
ひ
と
り
親
家
庭

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
支

援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、

減
免
を
検
討
し
た
い
。

地

方

創

生

問�
町
の
平
成
₂₇
年
度
地
方

創
生
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

﹁
元
気
う
ち
な
だ
創
生
推
進

本
部
会
議
﹂
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答�

こ
れ
ま
で
２
月
以
降
、

３
回
の
会
議
を
開
き
、﹁
雇

用
の
創
出
・
定
住
促
進
・
子

育
て
環
境
の
充
実
・
安
心
な

く
ら
し
﹂
の
４
本
柱
を
重
点

項
目
と
し
て
、
町
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
の
策

定
を
検
討
し
た
。

　
９
月
会
議
に
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
、
総
合
戦
略
の
素
案
を
示

し
、
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え

て
策
定
を
進
め
て
い
く
。

第
５
次
総
合
計
画

問�

平
成
₂₈
年
３
月
策
定
予

定
の
第
５
次
内
灘
町
総
合
計

画
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答�

総
合
計
画
の
検
証
及
び

第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構

想
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

地
方
創
生
の
総
合
戦
略
策
定

に
あ
わ
せ
て
本
年
度
中
の
策

定
を
目
指
す
。

今後の定住促進策は
実効性ある施策を検討　町長

恩道　正博

まちづくりわっしょい！（小濱神社 秋の祭礼）

友達の輪ーッ！（清湖学童保育クラブ）
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�

北
陸
農
政
局
の
職
員
が
役
場
に
出

向
し
て
い
る
こ
の
機
会
に
、
河
北

潟
の
水
質
浄
化
対
策
を
進
め
よ
。

　
　

�

揚
水
機
改
修
工
事
に
関
連
し
、要
請

し
て
い
く
。

　
　

�

内
灘
町
霊
園
合
葬
墓
の
駐
車
場
に

高
齢
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

　
　

�

関
係
課
と
協
議
し
検
討
す
る
。

　
　

�

合
葬
墓
が
一
杯
に
な
っ
た
ら
増
設

す
る
の
か
。

　
　

�

社
会
情
勢
に
応
じ
て
、増
設
を
検
討

す
る
。

　
　

�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）

の
住
民
説
明
会
で
は
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
。
住
民
へ
の
周
知
は
十

分
行
な
わ
れ
た
の
か
。

　
　

�

今
後
、よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
工
夫

を
加
え
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

�

住
民
説
明
会
へ
は
職
員
が
部
署
の

垣
根
を
越
え
て
出
席
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

　
　

�

説
明
会
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
た
が
、今
回

は
都
市
計
画
に
か
か
る
質
問
を
想
定

し
て
い
た
。

問答問答問答問答

問答

　
　

�

新
年
度
、
教
科
書
採
択
の
結
果
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。

　
　

�

河
北
郡
市
３
市
町
の
採
択
協
議
会
で

決
め
、結
果
は
従
来
と
同
じ
教
科
書

を
採
択
し
た
。

　
　

�

学
力
テ
ス
ト
の
公
表
に
か
か
る
町

の
考
え
方
を
示
せ
。

　
　

�

こ
れ
は
、競
争
意
識
を
つ
け
る
も
で

は
な
く
、課
題
を
見
つ
け
、今
後
の

教
育
実
践
に
生
か
す
た
め
の
も
の
で

あ
り
、町
と
し
て
は
テ
ス
ト
の
公
表

は
し
な
い
。

　
　

�

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

で
は
、
今
後
清
湖
小
学
校
に
続
く

各
小
学
校
で
の
取
り
組
み
を
示
せ
。

　
　

�

維
持
管
理
や
芝
刈
り
機
の
購
入
、地

域
の
人
た
ち
が
世
話
で
き
な
い
か
な

ど
の
課
題
は
あ
る
が
、要
望
が
強
け

れ
ば
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

�

内
灘
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設

置
条
例
の
制
定
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

�

内
灘
町
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動

計
画
に
基
づ
く
引
き
続
き
の
計
画
で

あ
り
、新
た
に
考
え
ら
れ
る
保
育
所

に
か
か
る
計
画
の
評
価
機
関
を
設
定

す
る
た
め
の
条
例
制
定
で
あ
る
。

問答問答問答

問答

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

わずか 3 ヵ月で緑のじゅうたん

よみがえれ河北潟

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁

現在の場所での建て替えを検討
　総合公園の全体を地区計画で見直しをか
け、内灘町の一等地である現在地で総合的な
ものを考えたい。

「ほのぼの湯」
町の考えをきく。

　これからの福祉センターの手法について、
グランドデザインを示せ。

平成25年9月議会	 中川　達　議員

答　弁

商工会と緊密な連携を
　町の喫緊の課題であると認識し、補助金の
創設など積極的に支援をする。

その後
その後

農漁業の
活性化に取り組め。

　地元農産物や水産物を重宝し、農水産物の
ブランド化や経営の幅を広げ、雇用を生み出
す農漁業の活性化に取り組め。

平成26年3月議会	 生田　勇人　議員

元気内灘とれたて市
平成26年5月より開催

　補助金を利用し、地元漁家や農家による青
空市場を開催しています。

平成27年4月
温浴施設整備構想決まる。
　整備構想に基づき、基本設計を進めています。
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1部あたりの単価は35.12円です。

リサイクルペーパーを使用しています。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
生
田
勇
人

編
　
集
：
議
会
広
報
対
策
特
別
委
員
会

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711 　

近
年
の
日
本
を
取
り
巻
く

世
界
情
勢
の
変
化
、
大
規
模

な
自
然
災
害
の
発
生
、
予
測

で
き
な
い
危
機
的
な
状
況
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
内
灘
町
が
会
場
と

な
っ
た
石
川
県
防
災
総
合
訓

練
中
に
も
、
実
際
の
地
震
が

発
生
。
幸
い
に
も
、
大
き
な

地
震
で
は
な
く
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

　
今
日
も
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
明
日

は
わ
が
身
と
万
が
一
に
備
え

た
い
で
す
ね
。

　
議
会
広
報
で
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
安
全
・
安
心
な
町

づ
く
り
の
啓
発
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。〔米

田
　
一
香
〕

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
藤
井
　
良
信

　
副
委
員
長
　
磯
貝
　
幸
博

　
委
　
　
員
　
米
田
　
一
香

　
委
　
　
員
　
七
田
　
満
男

　
委
　
　
員
　
北
川
　
悦
子

「
自
分
の
足
が
一
番
大
事
」

今
回
紹
介
す
る
方
は
向
粟
崎

に
お
住
ま
い
の
上か

み

端ば
た

花は
な

子こ

さ

ん（
90
歳
）で
す
。

◆
内
灘
に
住
ん
で
何
年
に
な
り

ま
す
か
。

○
70
年
で
す
。内
灘
に
生
ま
れ
、

結
婚
し
て
20
年
間
金
沢
に
住

み
、
内
灘
に
家
を
建
て
た
の

で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
思
い
出
に
残
る
町
の
風
景
や

魅
力
を
ひ
と
こ
と
。

○
子
供
の
頃
は
家
の
前
に
砂
浜

や
松
山
が
あ
り
、
秋
に
は
ム

ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
等
を
と
り
、

松
葉
は
燃
料
に
し
て
い
ま
し

た
。
昔
は
く
さ
ら
な
い
ゴ
ミ

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）が
な
く
、

砂
浜
は
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
よ
。
粟
崎
遊
園
の
幽
霊
の

芝
居
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。

◆
戦
後
70
年
。
戦
事
中
が
青
春

時
代
に
な
り
ま
す
ね
。
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
。

○
富
山
空
襲
で
す
ね
。
流
れ
星

の
よ
う
に
焼
夷
弾
が
落
ち
て

真
っ
赤
に
燃
え

上
が
り
、
明
る

さ
の
中
に
向
粟

崎
の
人
達
が
松

原
に
逃
げ
て
い

く
姿
が
み
え
た

こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
食
べ

物
も
大
変
で
し

た
。
金
沢
か
ら

買
い
に
来
て
も
、
干
し
芋
を

分
け
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
今
で
も
心
に
突
き
刺

さ
っ
て
い
ま
す
。戦
争
は
人
間

の
心
、優
し
さ
を
失
い
ま
す
。

◆
元
気
に
長
生
き
す
る
秘
訣
を

教
え
て
下
さ
い
。

○
自
分
の
足
が
一
番
大
事
。30
分

は
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。
近

所
の
人
と
仲
良
く
話
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
議
会
傍
聴
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

○
昔
は
傍
聴
に
よ
く
行
き
ま
し

た
が
、
今
は
耳
が
聞
こ
え
に

く
く
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

◆
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
。

議会を傍聴しませんか

議会事務局　TEL286－6715

次の定例会議の開催は 12 月で
す。詳しくは、町ホームページ
をご覧下さい。
議場の受付は当日、庁舎3階のエレ
ベーター横で行なっています。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

北
川
　
悦
子
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